
の
。
ま
た
、「
そ
の
他
村
長
が
認

め
た
と
き
」
を
削
除
す
る
も
の
。

更
新
申
請
を
期
間
終
了
ご
と
に

行
い
、
土
地
の
状
態
を
把
握
し
て

い
く
た
め
に
、
徴
収
猶
予
の
期
間

を
定
め
る
も
の
。「
村
長
は
未
納

を
理
由
に
下
水
道
接
続
を
認
め
な

い
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
部
分

を
廃
止
す
る
も
の
。

村
長
は
滞
納
処
分
に
関
す
る
事

務
を
任
命
す
る
職
員
で
あ
る
徴
収

職
員
に
委
任
し
て
、
そ
の
職
員
が

強
制
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
改
正
す
る
も
の
。

問答
徴
収
猶
予
地
は
、
平
成
18

年
が
賦
課
の
最
終
年
度
で

加
入
分
担
金
へ
の
賦
課
替

え
と
、
今
回
新
た
に
加
え

▽
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

５
年
を
超
え
て
い
る
た
め
、
徴
収

猶
予
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
賦

課
替
え
は
あ
り
得
ず
、
一
括
納
付

が
基
本
と
な
る
。
一
括
納
付
が
で

き
な
い
場
合
に
は
、
滞
納
処
分
を

し
て
い
く
。

●
議
案
第
15
号

　 白
馬
村
水
道
事

業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

使
用
料
の
消
費
税
率
の
変
更
、

督
促
手
数
料
と
延
滞
金
の
廃
止
、

債
権
放
棄
条
項
の
追
加
な
ど
の
改

正
が
主
な
も
の
。

債
権
放
棄
は
議
会
の
議
決
が
必

要
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
法
96
条

10
項
を
受
け
て
条
例
を
つ
く
る
も

の
で
あ
る
。

▽
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●
議
案
第
17
号

　 白
馬
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
６
号
）所
管
事
項

農
政
課
関
係
で
は
、
経
営
体

育
成
交
付
金
確
定
に
よ
る
不
用

額
７
１
０
万
５
千
円
の
減
額
。

奈
良
井
有
効
利
用
整
備
事
業
で

は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
農
作

業
道
の
工
事
を
２
年
間
で
実
施

す
る
た
め
、
今
年
度
の
不
用
額

４
４
５
８
万
２
千
円
の
減
額
。
平

川
の
小
水
力
発
電
事
業
の
県
事
業

費
確
定
に
伴
う
負
担
金
（
15
％
）

の
清
算
で
１
２
６
７
万
９
千
円
の

減
額
。

建
設
課
関
係
で
は
、
除
雪
費
の

不
足
分
に
４
０
３
万
円
の
増
額
。

26
年
２
月
の
国
の
経
済
対
策
補
正

予
算
確
定
で
、
ヤ
チ
ハ
ラ
橋
、
楠

川
橋
、
赤
沢
１
号
橋
の
前
倒
し
事

業
に
５
３
０
０
万
円
の
増
額
。

●
議
案
第
19
号

　 平
成
25
年
度
白

馬
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
１
７
４
６
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
億
１
３
３
２
万
円
と
す
る

も
の
。

長
寿
命
化
計
画
の
調
査
費

４
７
６
万
円
の
減
額
。
東
部
農
集

排
統
合
事
業
の
処
理
場
内
部
の
機

器
撤
去
や
、
汚
泥
槽
清
掃
を
26
年

度
に
行
う
た
め
８
４
０
万
円
の
減

額
。

▽
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●
陳
情
第
１
号

　 労
働
者
保
護

ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

＊
解
雇
し
や
す
い
よ
う
な
労
働
法

は
や
め
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
。

低
賃
金
の
労
働
条
件
を
改
善
す

る
こ
と
は
、
観
光
地
の
発
展
に

意
見

▽
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
、
趣

旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●
陳
情
第
３
号

　 住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
金
制
度
に
関
す
る
陳
謝

＊
新
年
度
予
算
に
は
、
景
気
を
押

し
上
げ
て
い
く
た
め
の
直
接
的

な
施
策
が
見
当
た
ら
な
い
。
補

助
制
度
に
替
わ
る
具
体
的
な
施

策
を
希
望
す
る
。

＊
制
度
は
地
元
の
雇
用
確
保
に
も

つ
な
が
る
。
か
た
ち
を
変
え
て

も
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

＊
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
、
村
民

へ
の
公
平
性
も
生
ま
れ
る
の

で
、
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

意
見 問答

村
内
経
済
に
一
定
の
役
割

を
果
た
し
た
。
続
け
る
場

補
助
制
度
を
や
め
た
理
由

は
。

合
は
、新
た
な
手
法
を
考
え
た
い
。

▽
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●
陳
情
第
４
号

　 Ｔ
Ｐ
Ｐ
決
議
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情

＊
衆
参
農
林
水
産
委
員
会
や
自
民

党
決
議
に
５
品
目
の
厳
守
が
う

た
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
情
報

開
示
は
重
要
な
の
で
、
陳
情
は

理
に
か
な
っ
て
い
る
。

＊
国
土
保
全
や
地
域
を
守
る
観
点

か
ら
も
大
事
な
の
で
、
意
見
書

を
あ
げ
て
い
く
の
が
適
当
。

意
見

▽
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

観
光
課
関
係
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
館
入
館
料
１
５
０
万

円
の
増
額
。

▽
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

ら
れ
た
滞
納
処
分
の
摘
要
の
優
先

順
位
は
。

も
つ
な
が
る
。

＊
白
馬
の
産
業
構
造
は
、
季
節
雇

用
が
多
く
、
年
間
雇
用
が
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
。
冬
期
間
な

ど
に
は
派
遣
労
働
者
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
経
営
が
不
安
定

な
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
雇

用
形
態
の
選
択
で
き
る
余
地
も

必
要
で
あ
る
。
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